
学年を越えたチームで
効果的な支援を考えよう

青森県総合学校教育センター
“これから”の特別支援教育推進校内研修モデル

支援ヒント集を

用意してください♪

本スライド中のイラストにつきましては、以下から引用させていただきました。
かわいいフリー素材集いらすとや https://www.irasutoya.com/



研修の流れ

１．研修の説明 【全体】

２．講義 【全体】

３．演習・協議 【グループ】

４．共有 【全体】

５．助言 【全体】

６．省察・振り返り 【個人】
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１．研修の説明

•インクルーシブ教育システムの構築に関
する研修が十分ではない。

•特別な配慮を必要とする生徒への支援に
関する検討が、学年内教職員に限られる
ことが多い。

•支援に係るPDCAサイクルがうまくつな
がっていないことがある。

中学校における課題
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研修の目的

１学期のアセスメントを基に、対象生
徒に関わる学年を越えた教職員がチーム
になって、２学期の支援策について検討、
共有する。

※対象生徒への支援について、ＰＤＣＡサイクルを、短
期（普段）－中期（学期ごと）－長期（１年）とつな
げることを意識しましょう。

研修の流れ：全体→グループ→全体→個人
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対象生徒について考える

◆青色とピンク色の付箋に以下のように記入する

対象生徒との関わり方を振り返り、う

まくいった支援とうまくいかなかった支

援を考えてみよう。

うまく
いった
支援

うまく
いかなかった

支援
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２．講義

（テーマ例）

特別な配慮を必要とする生徒への支援

• 特別支援教育の視点を取り入れた教室環境や授業
づくりの工夫

• 特別な配慮を必要とする生徒の行動の捉え方

• 支援を考えるときのポイント

かかわる側が見方・考え方を変える

困った生徒 困っている生徒

教
師
の
言
葉
掛
け

何度言ったら
分かるんだ！

今日はここまで
できたね。

8支援ヒント集 P.1

※講義用スライド資料は
ダウンロードできます

例：グループ活動への参加が難しい生徒 (1/2)

その生徒なりの理由
やきっかけが必ずあ
ります

中学校段階であれば、
本人に困っているこ
とはないか尋ねてみ
てもよいでしょう

支援ヒント集 P.7

相手の気持ちを考
えない発言をした
り、一方的に話し
続けたり…

他の生徒と全く関
わろうとしないん
です…

グループ活動で何をしたらよいのか
分からない？

相手の気持ちを推し量ることができ
ない？

集団での活動への不安がある？
周りのやりとりについていけない？

9

困った行動の理由
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３．演習・協議 (1/4)

◆グループ内で役割分担をする

・司会者、記録者、発表者

①個人の思考、付箋記入（５分）

・青色とピンク色の付箋に以下のように記入する

講義内容を踏まえて、対象生徒との関
わり方を改めて振り返り、うまくいった
支援(K)とうまくいかなかった支援(P)
を書き足す

うまく
いった
支援

うまく
いかなかった

支援
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３．演習・協議 (2/4)

②付箋貼付、整理・分類

・付箋をＫＰＴシートに貼りながら説明する

（一人３分程度）

・内容的に近いものを重ねたり分類したりして、

タイトルを付ける （３分）
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試したい支援策や解決策を考えよう

３．演習・協議 (3/4)

③個人の思考、付箋記入（５分）

・黄色の付箋にＴについて記入する

試したい

支援策
解決策
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３．演習・協議 (4/4)

④付箋貼付、整理・分類

・付箋をＫＰＴシートに貼りながら説明する

（一人３分程度）

・関連する付箋を矢印等で結び、整理する

（３分）
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①ポスター発表（５分）

・グループの発表者が、ＫＰＴシートを使いなが
ら協議内容について発表する

・発表者以外の人は他グループの

発表を聞きに行く

②まとめ（５分）

・発表者以外の人は、自分のグループに戻り、他
グループの発表で聞いてきた内容を報告して共
有する

４．共有
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５．助言

◆講師の助言から支援策の留意点を押さえ、

具体をイメージする

11



◆それぞれの立場で、実践する支援の優先

順位を決定し、各グループの中で共有する

６．省察・振り返り

予想される効果と着手しやすさから、

実践する支援策を決めよう！
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支援ヒント集の活用等 (1/4) 

・職員会議や学年会議、ケース会議等、様々

な場に持ち込んで、対象生徒の支援につい

て、「鍵となる考え方や支援策」を共有し、

学校全体で組織的に活用していこう！

・対象生徒の実態や有効な支援等に関係する

ページにどんどんメモを書き込んで、自分

のものにしよう！
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◆それぞれの職務に応じて活用しよう！

〈学級担任〉

生徒の対応に｢困ったな｣と感じたときのヒントに

〈学年主任〉

学年で生徒の支援策を考えるヒントに

〈養護教諭〉

生徒や教職員の悩みや不安に寄り添うヒントに

〈研修主任〉

事例検討の際、検討のプロセスの参考に

支援ヒント集の活用等 (2/4) 
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◆それぞれの職務に応じて活用しよう！

〈特別支援コーディネーター〉

・生徒への配慮事項を考える際の参考や事例を挙げるときに

（生徒の様子の例）

＊授業などのルールが分かっていない

＊相手の気持ちを推し量ることができない

＊周りのやりとりについていけない

・子供理解を深めるために活用

（例）P.31~ 自閉症スペクトラム障害当事者の声より

（視覚過敏とは？ 文章読解・運動能力の困難とは？）

支援ヒント集の活用等 (3/4) 
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◆個別の教育支援計画と個別の指導計画の

作成に活用しよう！（「合理的配慮」や「手立て」の欄）

支援ヒント集の活用等 (4/4) 
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